






研究目的 

分娩前後に児が受ける種々な障害は,長期予後において心身障害児にまで発展する可能性

がある。この見地から考えると,妊娠中,分娩時,出生後新生児期の 3つの期間にわたって十

分な管理をおこなっていく必要がある。その管理の仕方が適正でなければ十分な効果が期

待出来ない。今回は,今日まで検討されて来た診断面並びに新しい治療のうち,種々取捨選

択して最も優れた管理指針を作成するため,第 1 回の試みとして,臨床例の収積,そのコン

ピュター処理,文献の収集等に集中した。さらに今回の検討については母体側からみた管理

のあり方,胎児管理,新生児管理,新生児の扱い方の4つの面から検討を加えたものである。 

以上の安全管理の指針作成には,次の 3つの点から研究を進めた。 

①Iatent Fetal Distress の診断と対策:胎児発育遅延は 1atent Fetal Distress の最も顕

著な臨床例が大部分であるからこれを中心にその診断精度の向上と治療基準の作成を試み

ている。 

②分娩時胎児管理に関する研究:分娩監視装置を用いての自動診断,麻酔分娩の管理,ハイ

リスク胎児の分娩時の管理指針を作成している。 

③異常新生児の早期発見と対策に関する研究:産科施設における実体調査,新生児の搬送,

出生時の種々な検査をふくめ異常新生児の早期発見を中心に考えた治療指針を作成してい

る。 

これらの課題について総合検討を行い結論を求めた。 


